
0｡BSS1993年(平成5年）、
③市民憲章
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民迩章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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■ 0下水道

道
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←今

6

な水電未来までし
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
、
手
賀
沼
や
利
根
川
な
ど
公
共
用
水
域
で
は
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
お
り
、

本
年
３
月
に
は
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
新
た
に
帽
項
目
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
水
は
大
切
な
資

源
で
あ
り
、
毎
日
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
水
を
汚
す
の
も
、
き
れ
い
に
す
る
の
も
使

っ
て
い
る
私
た
ち
で
す
。
下
水
道
は
、
生
活
の
中
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
を
き
れ
い
に
さ
せ
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
に
有
効
な
手
段
で
す
。
そ
こ
で
、
下
水
道
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
だ
め
、

今
号
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
下
水
道
特
集
」
を
行
い
ま
す
。
今
号
は
、
下
水
道
の
概
要
や
使
え
る
区

域
、
接
続
工
事
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
次
号
か
ら
は
、
下
水
道
の
財
政
状
況
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
Ⅱ
下
水
道
課
Ⅱ
貧
砺
）
１
１
１
１
内
線
５
４
６

９
０
０
０
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ん
の
萱
用
を
出
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
計
画
霊
４
震
末
に
存
る
萱
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
下
蓋
も
、

の
あ
ら
ま
し
蕊
は
、
悪
が
８
０
０
ヘ
ク
タ
使
わ
れ
な
け
れ
裳
釜
ち
毒

Ｉ
ル
で
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
は
ん
。
手
賀
沼
や
利
根
川
の
水
を
き

下
水
道
事
業
は
、
全
体
計
画
に
７
万
人
。
実
際
に
使
っ
て
い
る
人
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
快

基
づ
い
た
年
次
計
画
で
進
め
ら
れ
は
６
万
１
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

て
い
ま
す
。
ま
す
（
下
図
参
照
）
・
全
体
計
画
下
水
道
が
使
え
る
区
域
の
方
で
、

全
体
計
画
で
は
平
成
Ⅳ
年
を
目
に
対
し
て
使
え
る
区
域
で
約
詣
パ
ま
だ
下
水
道
を
使
っ
て
い
な
い
方

標
年
と
し
《
市
域
４
３
１
７
ヘ
ク
－
セ
ン
ト
、
市
人
口
で
は
約
師
パ
は
、
速
や
か
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

タ
ー
ル
の
う
ち
農
地
な
ど
を
除
い
１
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

た
２
３
１
８
ヘ
ク
タ
ー
劣
景
か
し
、
毒
に
使
っ
て
い
る
人
は
一
日
も
早
く

で
、
四
万
４
０
０
０
人
の
皆
さ
ん
約
釦
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

が
下
水
道
を
使
え
る
よ
う
に
定
め
下
水
道
の
投
資
効
果
は
、
す
べ
接
続
工
事
を

て
い
ま
す
（
下
図
参
照
）
。
て
の
人
が
使
っ
て
こ
そ
あ
ら
わ
れ
下
水
道
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
ざ

も
っ
と
身
近
な
認
可
と
い
う
計
る
も
の
で
す
。
使
え
る
の
に
使
つ
れ
な
け
れ
ば
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

画
で
峰
目
標
年
を
平
成
６
年
と
て
い
な
い
人
は
、
一
日
で
も
早
く
既
に
下
水
道
が
使
え
る
区
域
で
、

し
て
《
１
０
１
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
利
用
し
て
下
さ
い
。
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い

仁
マ

レ

一
一
一

一

一

一
一
一

一
一

－－

下
水
道
は
汚
水
を
運
ぶ
管
と
、

そ
の
汚
水
を
処
理
す
る
終
末
処
理

場
が
完
成
し
て
は
じ
め
て
機
能
し

ま
す
。
国
や
県
、
市
で
は
重
要
施

策
と
し
て
糠
極
的
に
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
手
黄
沼
の
汚
濁
を
断

ち
切
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
施
設
と
し
て
整
備

を
進
め
て
加
年
が
た
ち
、
実
際
に

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
狸
年
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
に
投
じ
ら
れ
た

謎
用
は
１
１
５
徳
円
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
下
水
道
の

整
備
に
は
、
多
額
の
費
用
と
長
い

年
月
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
主
要

な
工
率
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
を
得
て
行
っ
て
い
ま

す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
市
も
た
く
さ

多
く
の
費
用
と

時
間
が
必
要
で
す

下
水
道
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
き

れ
な
け
れ
ば
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

既
に
下
水
道
が
使
え
る
区
域
で
、

ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い

方
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
浴
室
な

ど
か
ら
出
る
汚
水
を
ま
と
め
て
下

水
道
に
流
す
、
水
ま
わ
り
の
工
率

を
一
日
も
早
く
し
て
く
だ
き
い
・

な
お
、
雨
水
は
別
の
管
で
道
路

の
側
溝
な
ど
に
流
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

エ
事
費
用
の
目
安
は
、
し
尿
浄

化
槽
を
廃
止
す
る
場
合
が
加
万
円

く
み
取
り
便
所
を
改
造
す
る
場
合

は
“
万
円
位
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
市

▼下水道指定工事店

工事店名 電話住蔚

㈱島、符工 栄39-1 82-0171

㈲玉、危機水道工業 Hllll-15-18 82-2018

㈲税孫子殻備 本町3-6-1 82-8111 ＄

㈲かくみや水道店 粟税孫子2-34-14 82-0265

瀞2-7-7㈲揃岸設備工業 82-3940

下
水
道
を
利
用
さ
れ
る
と
使
用

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
使
用
料

は
、
下
水
道
使
用
水
量
に
応
じ
て

算
出
し
て
お
り
ま
す
。

市
の
水
道
を
利
用
の
方
は
水
道

料
金
と
一
緒
に
、
井
戸
水
を
使
用

の
方
は
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。

〈
下
水
道
使
用
水
量
の
決
め
方
〉

◎
水
道
水
使
用
の
場
合
：
・
水
道
の

使
用
水
遼

◎
井
戸
水
使
用
の
場
合
・
・
１
か
月

１
人
当
た
り
６
立
方
脚
を
使
用
水

量
と
み
な
し
て
い
ま
す
。

の
指
定
工
事
店
（
左
表
）
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
各
工
事
店

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

’ 下
水
道
使
用
料

の
算
出
方
法

水洗便所改造資金貸付制度のご利用を

市では、くみ取り便所や浄化槽をとり壊して下

水道に接続する場合、工事費用の貸付制度(下表）

を設けていますので、ぜひご利用ください。ご希

望の方は、下水道課にお問い合わせください。

㈲中野設備工業所 湖北台1-3-1 88-0751

㈲渡辺符工事 下ヶ戸438-1 84-4111

㈲渋谷電機水適設備 新木2070-3 88←9131

揃成胤股備 布佐2269 89-1211

渡辺誰備工業㈲ 我孫子1082-1 82-7020

区分｜｜くみ取り便所｜し尿浄化槽
我孫子417-1㈲渋谷縫合設倫 84-3330

貸付額 40万円以内 20万円以内
天王台設備工業㈱ 架崎台2-6-21 84-2567 ぐ

料
金
表
（
１
ヵ
月
当
た
り
）

▼料金の試算例

一般家庭でlか月24m'を使用した

場合

・基本料金10m'まで600円

・超過料金10m3×60円600円

4m'×65円260円

40か月以内の
月賦償還

50か月以内の
月賦償還

返済㈱丹羽工業 布佐845-1 88-7272

㈲岡、管工 布佐2456 89-2455 受取り 口座振り込み

㈲間Ⅲ股備工業 江濁也712 保証人 要88-2536 必

工事店が代行手続き布佐2368赤塚段備㈱ 89-1028
1,460円

43円 し|脳-22綿’こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

消費税（外税方式） 利 な息㈲ウォータースプﾗｲﾄ 天王台6-9-3 83-2245
1

合 計1,503円

〔現在〕 〔未来〕

●下水道が使える区起
下水道の現在と未来

〃④下水道が使える区域
－

■■
800ヘクタール 2318ヘクタール

④住

70

，下

い

61

んでいる人

,000人

水道を使つ

る人

,000人

●下水道をf

l94

使える人

4,000人

’

下総基地 米軍機使用絶対反対の

基本料金

水量

10m'まで

料金

600円

超過料金（1m，につき）

水磁

11m#から20m‘まで

21,3から30m$まで

31m‘から40m$まで

41m'から50m'まで

51m$から100m'まで

101,,以上

料金

円
円
円
円
円
円

０
５
５
５
０
０

６
６
７
９
３
８
１
１
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漆
原
啓
子
・
迫
昭
嘉
・
上
村
昇

ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
、
入
篝
晨
…
。
．

（
指
定
席
）
、
親
子
券
３
０
０
０
円

（
親
子
各
１
名
、
自
由
席
）
、
自
由

親
ぞ
子
の
ク
ラ
ン
ヅ
ク
の
夕
べ
唇
，
’
‘
．

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

入
場
は
お
こ
と
わ
り
い
た
し
ま
す
。

日
時
…
６
月
恥
日
（
土
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書
店
、

午
後
４
時
開
場
５
時
開
演
ミ
リ
ォ
ン
鑿
謹
子
店
、
プ
ッ

場
所
…
市
民
会
館
ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川
春
光
堂
、
あ

び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
し
．

み
ず
み
ず
し
く
清
潔
な
音
の
響
る
３
人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
く
だ
さ
い
。
ｌ
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民

き
、
新
鮮
な
香
り
と
つ
や
や
か
な
音
楽
体
験
を
と
お
し
て
豊
か
な
▼
日
時
６
月
妬
日
（
主
午
後
４
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
図
書
館

音
色
露
厘
、
豊
か
な
表
現
力
と
備
操
を
は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い
、
親
時
開
場
、
５
時
開
演
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館
中
央

透
明
感
の
あ
る
美
し
い
音
（
迫
）
、
子
の
共
通
の
話
題
を
も
っ
て
ほ
し
▼
場
所
市
民
会
館

公
民
館
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋

清
澄
で
重
厚
な
青
色
（
上
村
）
と
各
い
、
そ
ん
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
▼
演
奏
曲
目
ド
ヴ
オ
ル
ザ
ー
ク
取
手
と
う
き
ゅ
う

個
が
高
い
評
価
を
受
け
、
第
１
級
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ロ
と
、
ト
リ
オ
．
：
ソ
ナ
チ
ネ
リ
ス
ト
．
：
バ
ラ
ー
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
ド
第
２
番
ロ
短
調
ほ
か
会
教
育
課
査
露
）
１
１
５
１

情報公開制度
懇話会委員を募集

市民参加の制度作りを｡●●

市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
平
成
３

年
度
か
ら
行
政
傭
報
公
開
の
制
度

化
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
法

令
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
事

項
な
ど
を
除
い
て
、
行
政
の
情
報

を
公
開
す
る
こ
と
で
開
か
れ
た
行

政
を
目
指
す
も
の
で
す
。

今
年
の
７
月
か
ら
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
広
い
視
野
と
専
門
的

な
立
場
か
ら
検
討
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
情
報
公
開
制
度
懇
話
会

月

を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
懇
話
会
に
参
加
し
、
制
度

作
り
を
し
て
い
た
だ
け
る
一
般
市

民
代
表
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
懇
話
会
は
、
一
般
市
民
代

表
の
方
を
は
じ
め
、
学
識
経
験
者

や
各
種
団
体
か
ら
推
薦
き
れ
た
方

な
ど
、
お
名
で
織
成
さ
れ
ま
す
。

〈
募
集
の
要
項
〉

▼
募
集
人
員
３
名

▼
応
募
資
格
平
成
５
年
５
月
１

日
現
在
、
市
内
に
引
き
続
き
３
か

月
以
上
お
住
ま
い
の
満
加
歳
以
上

で
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

▼
任
期
７
月
か
ら
理
月
（
予
定
）

▼
報
償
出
席
１
回
に
つ
き
６
５

０
０
円
（
懇
話
会
は
月
１
～
２
回

行
わ
れ
ま
す
）

▼
選
定
方
法
選
定
委
員
会
に
よ

り
選
定

▼
応
募
方
法
４
０
０
字
詰
め
原

稲
用
紙
１
～
２
枚
に
「
情
報
公
開

制
度
に
つ
い
て
」
の
意
見
を
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
６
月
７
日
（
月
、
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
我
孫
子
１
８
５
８
市
役

所
文
書
課
情
報
公
開
担
当
へ

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
謹
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

全
国
人
権
擁
謹
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
謹
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

に_ノ

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

、_ノ
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
全
て
の
人
が
等
し

く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め
の
基

本
的
な
権
利
で
す
。

人
権
擁
謹
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視

し
た
り
毒
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が

い
た
場
合
に
は
相
談
相
手
に
な
っ

工
救
済
に
努
め
て
く
れ
ま
す
。

▼計量器定期検査日程表

唖

⑪

市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
５
名
の
人
権
擁
謹
委
員
（
下
表

参
照
）
が
い
ま
す
。

相
談
は
毎
月
お
日
前
後
に
市
役

所
市
民
相
談
室
で
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
自
宅
相
談
も
受
け
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
市

民
相
談
係
垂
（
理
１
１
１
１

☆

‐
Ｉ
ｌ
平
成
５
年
度
の
計
量
器
定
期
検

’
I

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

１
ビ
デ
オ
が
完
成

６
９
椚
日
（
火
）
か
ら
貸
し
出
し
申
し
込
み
受
付

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

映
し
て
、
ご
み
の
増
加
が
大
き

と
再
査
源
化
を
行
い
、
大
き
な

ご
み
が
た
く
ざ
ん
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
ご
み
の
減
最

近
年
の
使
い
捨
て
時
代
を
反

ご
み
減
量
を
考
え
る

し
か
し
、
ま
だ
減
量
可
能
な

爵
手賀沼船上学習．

始まるf

〃
第1回は高野山小学校の154名が参加

雇
一

Ｊ
布
す
る
ほ
か
、
市
民
の
み
な
さ

》
ん
へ
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

》
▼
塞
却
蚕
症
鯏
瞬
く
罐
龍
小
誹

一
電
話
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

叩
．
毒
（
師
）
０
０
１
５
へ

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
手
賀

沼
船
上
学
習
が
、
市
内
の
小
学
校

高
学
年
を
対
象
に
４
月
”
日
（
金
）

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
潔
境
保
全
課
が
壼
手
賀

沼
の
現
状
と
す
ば
ら
し
さ
に
実
際

に
触
れ
る
こ
と
で
、
水
や
自
然
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
。

初
日
は
肌
寒
い
天
候
の
な
な

高
野
山
小
学
校
の
６
年
生
１
５
４

名
が
参
加
。
市
聯
貝
が
、
パ
ネ
ル

等
を
使
っ
て
手
黄
沼
の
現
状
や
昔

そ
こ
で
、
子
供
た
ち
の
目
を
と

お
し
て
、
も
う
一
度
ご
み
と
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
、
今
何
を

す
る
べ
き
か
を
問
い
掛
け
る
ビ
デ

オ
（
時
間
加
分
）
を
作
り
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
「
私
た
ち
の
街
か

ら
ご
み
が
消
え
る
」
・
・
・
・

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
市
内
の
小
？

中
学
校
を
対
象
に
教
材
と
し
て
配

の
様
子
の
説
明
を
す
る
と
、
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
実
際
に
沼
の
水
や
ヘ

ド
ロ
を
見
る
と
び
っ
く
り
・
・
・
・

船
上
学
習
が
お
わ
る
と
、
子

供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
化
へ

の
願
い
を
こ
め
て
「
手
賀
沼
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と

か
、
「
死
ん
で
い
た
魚
が
か
わ
い

そ
う
」
と
い
っ
た
感
想
文
を
ま

と
め
ま
し
た
。

岳

6月10日(木)から30日(水)まで

建築物等実態

調査にご協力を
一

６
月
、
日
（
木
）
か
ら
釦
日
（
水
）
期
間
中
は
、
建
築
指
導
課
職

ま
で
、
平
成
５
年
度
建
築
物
等
実
員
が
対
象
と
な
る
お
宅
を
訪
問

態
調
査
を
行
い
ま
す
。
し
、
使
用
し
て
い
る
方
か
ら
の

こ
の
調
査
は
、
建
設
省
が
毎
年
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

行
っ
て
い
る
も
の
で
建
築
物
や
調
査
対
象
と
な
っ
た
建
築
物

住
居
の
実
態
を
調
査
し
て
、
今
後
を
使
用
し
て
い
る
方
の
ご
協
力

の
国
や
都
道
府
県
の
建
築
行
政
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
役
立
て
る
目
的
で
行
わ
れ
る
も
▼
調
査
日
時
６
月
、
日
（
木
）

の
で
す
。
か
ら
訓
日
（
水
）
ま
で
の
土
噸
・

調
査
項
目
は
、
建
築
物
の
使
用
日
曜
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
９

者
氏
名
や
、
新
築
、
増
・
改
築
の
時
か
ら
午
後
５
時

時
期
と
内
容
、
取
り
壊
し
の
時
期
▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

と
そ
の
原
因
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
建
築
指
導
係

６
月
８
日

へ

火
一

午前10時～午後3時

(正午～午後1時は休憩）

市
役
所
本
庁

前
記
日
程
で
受
検
で
き
な
か
っ

た
方

６
月
７
日

へ

月
凸二一

市
役
所
本
庁

H■■■

若
松
・
緑
・
栄
・
寿
・
泉
・
本
町
・

白
山
・
船
戸
・
台
田
・
根
戸

６
月
４
日

へ

令
里－里

保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台

６
月
３
日

へ

木
一

市
役
所
本
庁

高
野
山
・
天
王
台
・
東
我
孫
子
・

下
ヶ
戸
・
柴
崎
・
久
寺
家
．
つ
く

し
野
・
青
山
・
我
孫
子
・
並
木

６
月
２
日

へ

水
空一三

｜
湖
北
地
区

一
公
民
館

古新
戸木

日中
秀峠

新中

・
都
部
・

野

６
月
１
日

へ

火
L一三

布
佐
市
民
セ
ン

タ
ー
本
館

（
旧
布
佐
支
所
）

布
佐
・
布
佐
１
丁
目
・
都
・
布

佐
平
和
台
・
布
佐
下
・
新
々
田

月
日

時
間

検
査
瑚
所

対
象
区
域

‐氏名

田中量純

石井靖男

別府孝子

鬼澤三郎

表てる子

住所

青山162

布佐2224

船戸2－9－32

我孫子563-10

－27

電話番号

(83)2558

(89)2351

(84)2320

(82)2061

(85)0396

あびこあれこれ
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1

近
隣
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
布

佐
南
、
天
王
台
北
、
根
戸
に
続
き
、

市
内
４
館
目
の
（
仮
称
）
新
木
地
区

近
隣
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成
６
年
３

月
の
完
成
を
目
指
し
、
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

「
新
木
に
も
多
目
的
な
活
動
が
で

き
る
施
設
が
で
き
ま
す
ね
。
地
元

の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
得

ら
れ
、
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
き
ま

し
た
』
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

地
元
の
自
治
会
、
サ
ー
ク
ル
団

体
の
代
表
者
虹
名
に
よ
り
建
設
準

術
委
貝
会
が
発
足
し
、
４
月
、
日

（
主
、
下
新
木
集
会
所
で
行
わ
れ

た
同
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
総

会
で
、
新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
会
長
と
な
る
。

地
元
の
自
治
会
長
を
務
め
る
な

第8回手買沼壽篁コゴクー几
四季おりおりの作品を募集

一
一ー

■I■■■■■■

心

4

ク
リ
ー
ン
手
斑
沼
推
進
協
議
会

で
は
、
今
年
も
手
壷
沼
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
も

の
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
季
節

に
あ
っ
た
作
品
を
１
９
９
４
年
版

「
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
使
用

し
ま
す
。

応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ど
人
望
も
厚
く
、
こ
の
事
業
に
計

画
当
初
か
ら
取
り
組
み
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

準
備
会
設
立
か
ら
今
日
ま
で
苦

労
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
「
今
は
来

年
４
月
の
開
館
に
向
け
、
管
理
運

営
・
規
則
な
ど
打
ち
合
わ
せ
に
も

熱
が
入
り
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て

｜
I

‐
毛
挿
画

<窪回議沼憲刷議民繰嬬徴＞ ▼
テ
ー
マ
手
黄
沼
と
そ
の
周
辺

▼
規
格
カ
ラ
ー
４
ツ
切
り
判
で

枇
版
▼
募
集
期
間
６
月
１
日
（
火
）

か
ら
即
日
（
水
）
ま
で

▼
応
募
資
格
市
内
外
在
住
を
問

わ
ず
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
へ
１
人
５
点
ま
で
。

②
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却

し
ま
せ
ん
。
③
応
募
作
品
は
、

／
応
募
票
（
市
環
境
保
全
課
に

ｊ
用
意
）
に
、
住
所
、
氏
名
、

融
年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
場

昭
所
、
撮
影
年
月
、
題
名
を
記

藩
入
し
、
添
付
す
る
こ
と
。
④

雌
第
１
使
用
権
は
主
催
者
に
帰

卸
属
し
、
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー

１Ｊ
ほ
か
、
刊
行
物
に
使
用
す
る

紋
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

波
▼
応
募
先
。
問
い
合
わ
せ

鐸
〒
２
７
０
の
ｕ
我
孫
子
市
我

、
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
環
境

保
全
課
壷
（
蓮
１
１
１
１

１
１

佐 藤隆
(新木野）

市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
子
ど
も
に
よ
る
、
子
ど

も
の
た
め
の
、
子
ど
も
会
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

今
年
も
、
市
内
の
子
ど
も
会
会

員
の
交
流
と
、
子
ど
も
会
の
リ
ー

祉
の
ま
ち
で
あ
る
。

施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
２
階
建
て
。
高
齢
者
や
体

の
不
自
由
な
方
、
車
椅
子
の
方

に
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

新
た
に
で
き
る
近
隣
セ
ン
タ

ー
は
「
丘
陵
地
を
い
か
し
た
最

高
の
場
所
に
で
き
ま
す
ね
。
地

域
活
動
の
拠
点
と
し
て
へ
新
木

地
区
の
交
流
の
場
と
し
て
み
な

さ
ん
に
愛
さ
れ
、
気
軽
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
施
設
に
し
た

ど
と
抱
負
を
語
る
。

行
政
と
地
元
住
民
が
作
る
近

隣
セ
ン
タ
ー
は
今
後
、
市
民
の

期
待
と
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま

る
で
あ
ろ
う
。
趣
味
は
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
。
加
歳
。

し
昨
年
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

P

子
ど
も
会
別
年
生
研
修
会

ノ や”･一
一

－－．－

市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
学
校
週
５
日
制
に
よ
る

６
月
の
第
２
土
曜
日
に
親
子
の
ふ

れ
あ
い
や
子
ど
も
会
会
員
の
交
流

を
図
る
目
的
で
あ
び
こ
ラ
リ
ー

な
ど
楽
し
い
催
し
を
用
意
し
て
い

グ
ー
の
養
成
を
目
的
に
研
修
会
を

行
い
ま
す
。

小
学
校
５
．
６
年
生
の
み
な
き

ん
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
る
良
い
機

会
で
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者
市
内
子
ど
も
会
の
小

学
校
５
．
６
年
生

▼
定
員
鋤
名
か
ら
帥
名
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

▼
参
加
費
１
人
２
５
０
０
円

（
５
月
型
日
に
集
金
、
キ
ャ
ン
プ

費
含
む
、
交
通
饗
は
別
途
）

▼
研
修
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
３
時

▼
持
参
す
る
も
の
筆
記
用
具
、

上
履
き
、
弁
当
、
水
筒
（
キ
ャ
ン
プ

時
は
別
）お
び
っ
こ
。
ふ
え
す
て
い

ば
る
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●

’

1

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
６
月
哩
日
王
）
、
受
付
．

ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
：
．
午
前
８
時
訓

分
（
雨
天
の
場
合
は
超
日
に
順
延
）

▼
場
所
湖
北
小
学
校
お
よ
び
湖

北
地
区
公
民
館
の
周
辺
地
域

▼子ども会5．6年生研修会日程 ▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
即
日
（
木
）
ま
で
に
、
市

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
事

務
局
梅
谷
容
（
理
２
６
３
６
へ

▼
内
容
あ
び
こ
ラ
リ
ー
と
遊
び

の
広
場
多
ヤ
ン
ボ
か
る
た
大
会
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
こ
ま
廻
し
ほ
か
）

▼
参
加
黄
１
人
５
０
０
円
（
大

人
も
同
額
）

▼
持
参
お
に
ぎ
り
、
箸
、
お
碗

（
豚
汁
が
出
ま
す
）
「
水
筒
、
敷
物
、

時
計
（
ラ
リ
ー
の
時
に
必
要
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
釦
日
（
月
）
ま
で
に
、
同

協
議
会
梅
谷
云
露
）
２
６
３
６
へ

四
月
も
末
に
な
る
と
、
野
や
道

端
で
白
い
花
穂
が
風
に
揺
れ
る
チ

ー
１
１

あび
～
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『ﾌﾘー パレット』
をご存じですか

1

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
増
加
は
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
や
友
達
が
で
き
な
い
な

ど
の
理
由
で
悩
ん
で
い
る
児
童
を

対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
が
家
庭
訪
問
や
交
流
会
な
ど

を
企
画
し
、
良
き
相
談
相
手
、
遊
び

相
手
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
達
の
意
志
を
尊
重
し
な

が
ら
「
生
き
る
喜
び
」
「
人
と
ふ
れ

あ
う
楽
し
さ
」
等
を
体
験
し
、
自
分

ら
し
さ
を
求
め
育
ん
で
い
け
る

よ
う
援
助
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
市
内
在
住
の
小
学
生

か
ら
高
校
生

▼
活
動
内
容
＊
不
登
校
児
童

の
話
し
相
手
、
遊
び
相
手
＊
家

庭
訪
問
（
希
望
者
に
限
る
）
＊
交

流
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５
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青自而|凹眉者暮娼
糸開催日6月13日(日)､雨天の場合は20日

争時間午前10時から午後4時

曇場所手賀沼公園コミュニティ広場

毒

錘
市▼に03▼へ▼まるで
商申つ円〆出火申す青は
工しき、1店－し。空、
会込1電｜‐料ま込市催
霊み0気ノレでみのし
へ。0．－1期出物
堅問0ンご区限店の
3い円セと画者〆
1合・ンに～5をイ
3わ｜‐3問月募ン
1せ10口25集と
個0約日しな

の
開
花
に
あ
わ
せ
第
、
回
あ
や
あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会

今
年
も
水
生
植
物
園
の
花
菖
蒲
め
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

戸
卜

一
寺
』

月／日

5／23(日）

6／27(日）

7／10~11(土・日）

11／13(土）

平成6年1／8(土）

内容

子ども会のABC

プログラムを作ろう

みんなの力で楽しいキャンプをノ

クラフト＆評価と反省

リーダーとの交流会

場所

研
修
は
市
内
各
小
学
校

体
育
館
を
予
定

スタッフ（援助者）

児童福祉に興味、関
心をもつ、18歳以上

の男女（学生・一般
を含む）によるボラ
ンティアで聯成・

事務局

メンバー（利用者）

現在登校拒否、い

じめ等で悩んでいる
児童。
友達や兄弟が必要
とされる小学生から
商校生までの男女。
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伝曰時5月23日(日)午前10時か似期間6月から来年3月まで

ら午後4時(雨天決行・入場無料）し場所布佐南近隣センター
ﾄ

し日時・場所6月8日(火)午後

2時から4時、松戸市民会館

し対象平成6年3月新規学校卒

業予定者を採用予定の事業主の方

し問い合わせ松戸公共職業安定

所求人企画部門査0473(48)6100

惨内容講演会：「大量に発生す

る二鋤上炭素に挑戦する」午後2

時から、施設公開：穴を掘らずに

地面の下を見る、体験釧路沖地震、

あなたのお家を探してみよう、酸

性雨ってなあに、その他：電気自

動車の展示・試乗、野だて（我孫

子市茶道連盟）、ほか催し物多数

匂

I

’

新潟県出身の方ご連絡ください。

歩連絡先丸山公(88)9169し交通我孫子駅南□から送迎（

ス運行（午前10時から15分間隔）

※2講座以上申し込み可、先着順

なお、申し込みが募集人数の60％

に満だない場合は、休講します。

伝申し込み・問い合わせ電話で

5月26日(水)までに布佐南迩溌セ

ンター壷(89)3740へ

|⑳⑤⑭圃慰｜
’

ら午後3時まで（雨天決行） 赤十字家庭看護法
講習会受講者倖場所アサヒビール飲料製造株

伝曰時6月8日(火)から10日

(木)午前10時から午後4時まで

し場所成田赤十字病院

伝参加資格・定員3日間通して

出席できる方、20名(先着順）

し費用無料(資料代100円含む）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、生年月

日、職業及び『家庭言護法受講希

望』と明記し、〒286成田市飯田

町90-1成田赤十字病院医療社会

事業部壷0476(22)2311へ

▼我孫子ガス㈱様（下ケ戸）から

消防予防行政のためにと広報連絡

車1台の寄贈がありました。

▼我孫子自動車整備協同組合様か

ら福祉のだめにと10万円の寄付が

ありました。

▼やつでグループの皆様から布佐

橋上駅舎の完成記念にと布佐支所

及び布佐駅に植木(しあわせの木）

の寄贈がありました。

▼湖北台保育園にと萩谷様（湖北

台）からおもちゃの寄贈がありま

した。

▼我孫子新潟県人会様から社会福

祉協議会へ福祉墓令にと2万円の

寄付がありましだ。

柏駅下車徒歩7分）入場無料

回 国国ロ
シ日時5月27日(木)から30日

(日)午訶0時から午後6時まで

(だだし､27日は午後1時から、30

日は午後5時まで）

し場所市民会館（入場無料）

し問い合わせ田崎盆(82)0826

’
シ日時5月25日(火)午前10時か

ら正午まで

し場所天王台北近隣センター

し定員先着30名（受講無料）

し講師和田三千代氏

伝申し込み．問い合わせ電話で

市民生活課霊(85)1111内線329

戸日時・場所5月29日(土)午前

9時から、野田市岩名1丁目地先

江戸川左岸、東武線川間駅より送

迎バス運行(雨天決行、参加無料）

惨内容水防T法演習、救護・救

援演習、炊き出し、降雨体験ほか

惨問い合わせ県河川海岸課

云043(223)3153

’ ’ 惨受付期間5月26日(水)まで

し試験日6月6日（日）

し募集人員男子50名程度

し問い合わせ我孫子警察署警務

課壷(82)0110

戸日時・場所6月6日(日)午前

11時から午後4時まで、JR松戸

駅市民ギャラリー（入場無料）

し内容福祉関係の展示、体験コ

ーナー、福祉施設のバザー、世界

身体障害者芸術協会絵画展

し問い合わせ県東葛飾支庁社会

福祉課盃0473(61)2114

ウ

’ ’
圏回回国シ曰時5月20日(木)午前9時受

付、9時30分から11時30分まで

傍場所保健センター

腰対象新婚家庭の主婦、妊婦

シ内容献立づくりのアトミバイス、

調理実習

し参加費300円

し持ち物エプロン、三角巾、筆

記用具、母子健康手帳

し申;し込み・問い合わせ電話で

保健センター盆(87)1131

｜

|’ ’SB体操会員

翻
函
５
月
蕊
鰯

年令を問わず気軽に楽しめるス

トレッチ・リズム体操です。

修日時毎週月曜日午前10時から

11時30分（最終月曜日をのぞく）

し場所市民体育館

し会費月額2000円

し問い合わせ吉成容(82)5677

I

I

！

伝曰時5月23日(日)午前9時か

ら午後3時まで、22日午後6時30

分から沼南町中央公民館で前夜祭

似場所下総航空墓地（沼南町）

し内容航空機の展示、体験搭乗

ほか（入場無料）

桜問い合わせ下総教育航空群広

報室盆(91)2321内線658．356

｜

｜
I

’
手賀沼親水広場では、手賀沼浄

化に対する市民の皆さんの理解を

深めることを目的にプランクトン

教室及びミュージカルを行います。

◎プランクトン教室

修日時6月19日(土)から平成6

年3月までの隔月第3土曜日午後

2時から4時

似場所手賀沼親水広場

桜内容プランクトンに関する講

義および実験観察

傷対象小学校4年生以上の方

修定員20名

◎ミュージカル

レ練習期間6月上旬から12月7

日までの毎週火曜日

似場所手賀沼親水広場｢水の館」

医定員小学生以上の男女約50名

修練習時間小・中学生…午後4

時から6時、高校生以上…午後6

時から8時

囹参加費いずれも無料

囮申し込み．問い合わせ電話で

手賀沼親水広場盃(84)0555へ

（ただし、ミュージカルは6月4

日まで）

候曰時5月21日(金)から23日

(日)午前10時から午後5時まで

（ただし、23日は午後4時まで）

し場所市民会館

陵内容各種手工芸品の展示

し問い合わせ宮本壷(84)5837

’ ’

I

’曰時・場所5月29日(土)午後

1時30分開場、船橋市東部公民館

し講師金井弘一氏（東芝中央病

院院長、厚生省難治性肝炎研究員）

惨テーマC型肝炎に対するイン

ターフェロン療法の評価と今後の

対策

し参加費300円(資料代含む）

し問い合わせ田辺

電043(272)7631

｜

I ’
シ日時5月23日(日)午後2時30

分開場、3時開演

し場所市民会館

し入場料800円（全席自由）

し入場券鈑売所轌奮店他

し問い合わせ片倉垂(87)1377

桐谷云(88)7464

0

|’
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傍曰時5月23日(日)午前10時か

ら午後3時まで(参加無料）

し場所手賀沼親水広場

し対象。定員小学生以上、先着

60名まで

陰持参運動可能な服装、昼食、

(雨天の場合、室内ゲームに変更）

桜申し込み・問い合わせ電話で

手賀沼親水広場壷(84)0555

し曰時・テーマ5月26日(水)家

庭と学校の関連は…家庭と社会の

関連は･･･、6月25日(金)人は一人

で生きられるでしょうか（いずれ

も午前10時から午後3時まで）

し場所市民会館(参加費500円）

し問い合わせ山田念(82)5663

（夜間のみ）

’ 鮒

31月

’ －

襄尭易偽篁講座生電力中央研究所一般公開

■
あさくらまりな

朝倉眞莉菜ちゃん
木･1歳3か月） 求人取り扱し 説明会

臓座名

詩吟

ダンス

麓付け

料理

自掴術体操

霞身武道
拳正道

日時

第2・第4水曜日
13：00～15:00

第2・第4木曜日
19；00~21：00

第2・第4ナ曜円
10：00~12：00

第2木曜日

10：00～14:00

第2・第4金曜日
19：30~21：00

第1・第3木曜日
19；00~21？O0

募集人数

15名

20名

15名

15名

15名

15名

新 潟県人会

平成5年5月1日現在
人□123,315人男6

*世帯数41,030世帯
1,894人女61,421人

●市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北台支所88-0828移動図書館87-0909

●湖北支所88-2111●都市改造事務所85-1171
●布佐支所89-2358●身体障害者福祉センター88-0141
●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
●水道局84－0111●つつじ荘88-0123
●消防署84-0119●西部福祉センター85-5818
●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽）87-2379
●保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館中央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363
湖北地区88-4433⑧市民センター寿83-7722湖北

●烏の博物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193
●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

6月30日まで｢不正改造

車を排除する運動」

を実施中。

＝関東運輪局千葉陸運支局＝

工場開放・空き缶
リサイクルキャンペーン

第6回美術家協会グループ展
「鳩美会油絵展」

消費生活講座
｢棚だの食卓に今何施きているか」

第42回利根川水系
連合水防演習

干葉県薑察官
東 葛飾地域
福祉フェスティバル

すこやか料理教室 日曜当番医'1週間の行事
テレホンサービス窓(朋)1313

M⑧

17月

18火

水

20木

21金

22土

Zろ⑧

画.日曜当番医＝テレホンサービス

‘室休日鼠急歯科診關日=休日鱸鬮科診畷所(耐鑑館内)9:00～11:30
〃結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00〃家庭の日

重心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
[室･消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
〃市民図書餡･鳥の博物餡･つつじ荘･西部福祉ｾﾝﾀー 休館

・法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
軍健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

画税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
〃酒害相談＝保健センター13:30～15:30

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

‘童休日鴻歯轆蘭日=休日凱急歯科識所(而民会箆内)9:00～11:30

24月

25火

26水

27木

28金

29土

ろ⑪⑧

・法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
・つつじ荘休館

K室西部福祉センター休館

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

軍アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

ビヲ水道料金納入期限＝預金口座振替日

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

■

〃日曜当番医＝テレホンサービス

‘夛林日薊謹科認日二休日煎急歯科診蘭所(市民会鬮内)9:00～11:30

”心配ごと相談＝布佐市民センター9:00～15:00
画人権･行政相談＝市民相談室10:00～15:00

画市民図曹館･鳥の博物鴎｡つつじ荘･西部福祉ｾﾝﾀー 休館

－心配ごと相脳＝寿市民センタ－9:00～15:00
《＝国民年金保険料納期限＝口座振替白
－軽自動車税納期限：雲市民体育館休館
E蚕市民図害館･馬の1噸勿館･つつじ荘･西部福祉センター…

吐自衛隊下総航空墓地祭

手賀沼親水広場rプランクトン
教室」「ミュージカル」参加者

第7回我孫子市手工芸祭

県民のための
C型肝炎医療講習会

男声合唱団シャウテシrング．
フオツクス第2回定期演奏会

手賀沼親水広場
ネイチヤーゲーム

野村生涯学習勉


